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コンパクト ERLの施設検査の結果について 

 

記 

 

ERL開発棟に設置されている「コンパクト ERL」の変更に対する施設検査が公益財団法人・

原子力安全技術センターによって平成 27年 2月 12日に行われ，平成 27年 2月 13日付けで

合格しましたのでお知らせします。変更の内容は下記の通りです。 

 

(1)コンパクト ERLの最大出力を増強する。 

最大出力を 2600MeV・μA（最大エネルギー26MeV（主ビームダンプには 6MeV），最大電流 100

μA）に増強する。ただし，入射部ビームダンプへ輸送するビームの最大エネルギー6MeV 及び

最大電流 10μAには変更はない。 

(2)コンパクト ERLの使用の目的を追加する。 

使用の目的「エネルギー回収リニアック開発研究及び応用研究」に変更する。 

(3)遮蔽の一部変更 

放射線発生装置室の東外側にフォトン実験室を設置し，遮蔽壁に加速器で生成させたフォトンを

利用する実験のための貫通孔を設定する。また，これらの貫通孔に対する追加遮蔽を設置する。 

(4)インターロックの一部変更 

フォトン実験室の設置に伴い，インターロックを一部変更する。 
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